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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期
第３四半期
連結累計期間

第56期
第３四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 （百万円） 53,968 63,040 78,879

経常利益 （百万円） 896 1,290 1,691

四半期（当期）純利益 （百万円） 456 679 899

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 397 672 885

純資産額 （百万円） 16,821 17,720 17,309

総資産額 （百万円） 37,046 37,861 39,811

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 68.15 101.48 134.31

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.41 46.80 43.48

　

回次
第55期
第３四半期
連結会計期間

第56期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 23.92 21.27

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

（デバイスビジネスユニット事業）

新規設立：Hagiwara Electric Europe GmbH

　

この結果、平成24年12月31日現在では、当社グループは、当社及び子会社６社により構成されることとなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州政府債務危機を始めとする海外経済の減速や円高・株安

などの先行き不透明感が払拭できない中、震災からの復興需要や政府のエコカー補助金の効果など内需を中心に緩や

かな回復基調の動きが見られたものの、夏場以降、欧州や中国などの海外景気の減速を受けた輸出の不振により、景気

は後退局面で推移してまいりました。

このような環境のもと、当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業では、エコカー補助金による国内販売

需要や北米を始めとする海外販売需要を反映し、自動車生産は夏場までは堅調に推移してまいりましたが、その後、そ

の勢いに陰りが見え始めました。

当社グループにおきましては、総力をあげて売上高の伸長に努めるとともに、継続的なコスト削減を推進し、収益

の確保に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は630億40百万円（前年同四半期比16.8％増）、営業利益は13億14

百万円（前年同四半期比39.0％増）、経常利益は12億90百万円（前年同四半期比44.0％増）、四半期純利益は６億79

百万円（前年同四半期比48.9％増）となり、東日本大震災の影響を受けた前年同四半期に対し増収増益となりまし

た。

　

　　セグメントの業績は、次のとおりです。

　

（デバイスビジネスユニット事業）

　デバイスビジネスユニット事業におきましては、自動車関連企業向けを主力に、マイクロプロセッサー、システムＬ

ＳＩ、アナログ・パワー半導体、コンデンサ、リレー、コネクタ等の販売ビジネス、システムＬＳＩ設計、ソフトウェア

開発等の技術サポートビジネスを展開しております。

　当第３四半期連結累計期間におきましては、夏場までは、新型ハイブリッド車やコンパクト車を始めとする自動車の

生産が総じて好調に推移したものの、一転して生産活動が低下傾向で推移するなど、変化の大きい需要環境ではあっ

たものの、デバイスビジネスユニット事業の連結売上高は544億82百万円（前年同四半期比19.3％増）、営業利益は19

億30百万円（前年同四半期比42.7％増）となりました。

　

（ソリューションビジネスユニット事業）

　ソリューションビジネスユニット事業におきましては、お客様に対し、自社製品を含めたＩＴ機器の提供やアプリ

ケーション開発を始めとする課題解決型ソリューション提供ビジネス、計測分野やＩＴプラットフォーム基盤構築分

野におけるソリューション提供ビジネス、お客様製品に組み込まれる電子機器の販売ビジネス、電子・情報プロダク

ツの開発・製造ビジネスを展開しております。

　当第３四半期連結累計期間におきましては、景気の先行き不透明感に加え、足元の景気後退局面を受け、企業の設備

投資・情報化投資に慎重な動きが拡大するなど事業環境が厳しい中、継続的なＦＡ・計測分野やＩＴプラットフォー

ム基盤構築分野、データセンターサービスなどのソリューション提案営業を展開し、ソリューションビジネスユニッ

ト事業の連結売上高は85億58百万円（前年同四半期比3.0％増）となったものの、競争激化に伴う収益性の低下など

もあり営業利益は２億27百万円（前年同四半期比20.7％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　資産合計は、前連結会計年度末に比べて19億50百万円減少し378億61百万円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて20億39百万円減少し330億23百万円となりました。これは主に、商品及び製品

が11億８百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が31億３百万円減少したことによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて89百万円増加し48億37百万円となりました。

　

（負債）

　負債合計は、前連結会計年度末に比べて23億61百万円減少し201億40百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて31億２百万円減少し163億72百万円となりました。これは主に、支払手形及び

買掛金が22億52百万円および未払法人税等が４億円減少したことによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて７億41百万円増加し37億67百万円となりました。これは主に、長期借入金が

６億95百万円増加したことによるものであります。

　

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて４億11百万円増加し177億20百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は46.8％（前連結会計年度末は43.5％）となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、51百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5）主要な設備

　第３四半期連結累計期間において、平成24年８月に従来の本社別館の全機能を高岳オフィスに移したことから、従来

の本社別館と高岳オフィスを統合し、あらためて本社別館と記載しております。

　本社別館の設備の状況は以下のとおりであります。

　 （平成24年12月31日現在）

事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の
内容

帳簿価額（百万円） 従業
員数
（名）

建物及び
構築物

機械装置
及び運搬具

土地
（面積㎡）

リース資産 その他 合計

本社別館

（名古屋市東区）

全社統括業務

デバイスビジネスユ

ニット事業

ソリューションビジ

ネスユニット事業　

全社的管

理業務

販売業務

販売支援

業務

151　 －
210

(420.17)
37　 517　 917　 252　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,908,000 6,908,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は

100株であります。

計 6,908,000 6,908,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 6,908,000 － 2,439 － 1,214

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

　 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　212,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,690,500 66,905 －

単元未満株式 普通株式　　　5,300 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 6,908,000 － －

総株主の議決権 － 66,905 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式96株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

萩原電気株式会社

名古屋市東区東桜

二丁目３番３号
212,200 － 212,200 3.07

計 － 212,200 － 212,200 3.07

（注）　自己株式は、全て当社名義となっており、実質的に所有しております。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,338 3,495

受取手形及び売掛金 ※1
 22,278

※1
 19,175

商品及び製品 8,446 9,555

仕掛品 253 271

原材料及び貯蔵品 119 123

その他 628 403

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 35,063 33,023

固定資産

有形固定資産 2,533 2,749

無形固定資産 613 446

投資その他の資産

その他 1,613 1,652

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 1,601 1,641

固定資産合計 4,748 4,837

資産合計 39,811 37,861

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 11,855

※1
 9,602

短期借入金 5,090 5,200

1年内返済予定の長期借入金 799 719

未払法人税等 460 60

その他 1,268 789

流動負債合計 19,475 16,372

固定負債

長期借入金 2,275 2,970

退職給付引当金 374 352

役員退職慰労引当金 324 352

その他 53 92

固定負債合計 3,026 3,767

負債合計 22,501 20,140
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,439 2,439

資本剰余金 2,884 2,884

利益剰余金 12,266 12,684

自己株式 △209 △209

株主資本合計 17,380 17,798

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 82 53

為替換算調整勘定 △153 △131

その他の包括利益累計額合計 △70 △77

純資産合計 17,309 17,720

負債純資産合計 39,811 37,861
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 53,968 63,040

売上原価 49,087 57,293

売上総利益 4,880 5,747

販売費及び一般管理費 3,934 4,432

営業利益 945 1,314

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 10 9

業務受託手数料 5 14

受取補償金 8 18

その他 20 18

営業外収益合計 46 62

営業外費用

支払利息 46 41

売上債権売却損 19 34

その他 30 11

営業外費用合計 96 87

経常利益 896 1,290

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 6 0

特別利益合計 6 0

特別損失

固定資産処分損 6 4

投資有価証券評価損 6 0

会員権評価損 2 8

会員権売却損 － 2

特別損失合計 15 15

税金等調整前四半期純利益 887 1,275

法人税等 430 595

少数株主損益調整前四半期純利益 456 679

四半期純利益 456 679
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　【四半期連結包括利益計算書】
　　【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 456 679

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △21 △28

繰延ヘッジ損益 △0 －

為替換算調整勘定 △37 21

その他の包括利益合計 △58 △7

四半期包括利益 397 672

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 397 672

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　当第３四半期連結会計期間から、Hagiwara Electric Europe GmbH　を新たに設立したことにより、連結の範囲に含め

ております。

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

ついては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ５百万円増加しております。

　

【追加情報】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

　なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四

半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 83百万円 80百万円

支払手形 148百万円 191百万円

　

２　当社は、機動的かつ安定的な資金調達枠の確保のため取引銀行３行とコミットメントライン契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

コミットメントラインの総額 4,000百万円 4,000百万円

借入実行残高 －百万円 －百万円

差引額 4,000百万円 4,000百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 249百万円 273百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 100 15.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月14日

取締役会
普通株式 93 14.00平成23年９月30日平成23年12月２日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 133 20.00平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 127 19.00平成24年９月30日平成24年12月７日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

デバイス
ビジネス
ユニット事業

ソリューション
ビジネス
ユニット事業

計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 45,662 8,306 53,968 － 53,968

セグメント間の内部売上高

又は振替高
62 8 70 △70 －

計 45,724 8,314 54,038 △70 53,968

セグメント利益 1,353 286 1,639 △694 945

（注）１　セグメント利益の調整額△694百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

デバイス
ビジネス
ユニット事業

ソリューション
ビジネス
ユニット事業

計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 54,482 8,558 63,040 － 63,040

セグメント間の内部売上高

又は振替高
58 5 64 △64 －

計 54,540 8,563 63,104 △64 63,040

セグメント利益 1,930 227 2,157 △843 1,314

（注）１　セグメント利益の調整額△843百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 68円15銭 101円48銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 456 679

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 456 679

普通株式の期中平均株式数（株） 6,695,763 6,695,712

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　第56期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当については、平成24年11月９日開催の取締役会に

おいて、平成24年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 127百万円

②　１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　　　　　19円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成24年12月７日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成25年２月８日

萩原電気株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　　田　　　　　順

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新　　家　　德　　子

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている萩原電気株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、萩原電気株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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